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（音響力学療法：

第4回市民公開講座 「先輩の経験談に学ぶあなたの未来デザイン」7月30日（土）開催！
中学生・高校生を対象とした夏休み 特別講座

無料
オンライン
開催！

iCONMコラム●6
ア　 イ　 コ　 ン

切らない手術？！ 何ナノそれ？
　ナノ医療イノベーションセンター（iCONM（アイコン））で開発しているナノマシン。ナ
ノマシンの特技のひとつが、目的の組織への「送達」。いわゆる、荷物の宅配のイメージで
すね。今号では、ナノマシンがどのようにがん細胞だけに薬を届けられるのか、その仕組み
をご紹介します。
　血管には、血管の外の細胞に酸素や栄養素を取り込むための穴（隙間）が空いています。
正常な細胞近くの血管の隙間はとても小さいのですが、がん細胞は分裂や増殖を急激に行
うため、たくさんの栄養が必要なことから、血管に通常よりも大きな隙間を空けて、栄養を
取り込もうとします。
　一般的に、抗がん剤はとても小さいため、そのまま体に入れるとがん細胞だけでなく、正
常な細胞にも届いてしまいます。とてもよく効く抗がん剤も、正常な細胞にとってはダメー
ジを与えてしまいます。これが、抗がん剤治療における副作用です。
　どうすればがん細胞だけに届けられるでしょうか？私たちは、血管の隙間の大きさの違い
を利用しています。そのままでは小さい抗がん剤でも、ナノマシンに包めば、大きくすること
ができます。つまり、がん細胞近くの血管の隙間を通り抜けられて、正常な細胞近くの血管
の隙間は通れないくらいの大きさにすれば、がん細胞だけに抗がん剤を届けることができる
のです。この「抗がん剤搭載ナノマシン」を利用することで、正常な細胞を守れることから、
副作用を抑えることができます。がんにだけ届くことで、お薬を効果的に使うことができ、
医療費の削減にも繋がります。
　またこの仕組みを応用し、患部だけにナノマシンを届けて、超音波などの物理エネルギー
を利用し、メスを使わずに患部を切除する「ケミカルサージェリー」についても研究を進め
ています。（最近テレビドラマでも話題になりました。）
　抗がん剤搭載ナノマシンについては、いくつかの研究成果が連携先の企業等によって臨
床試験に進んでいます。皆さんに早く届けられるよう、これからも頑張っていきます！

　「私、失敗しないので」のキメ台詞で人気のTVドラマ。患者は喉の不調を訴え
る歌手で「甲状腺癌」と診断されます。癌を切除すれば自慢の美声は保証できず、
主人公も「私に切らせて」とは言えない。そこで取られた治療法が「ケミカルサー
ジェリー（切らない手術）」。ホウ素に熱中性子という人体に殆ど害のない粒子線
を当てるとα粒子と呼ばれる高エネルギーの微粒子が生成する現象を利用しま
す。このα粒子は極めて高いエネルギーで周囲のものを焼き切りますが影響範囲
は極めて微小。つまり、ホウ素を予め腫瘍組織のみに送達し、熱中性子を照射す
ればホウ素を取り込んだ細胞だけを死滅させられます。ドラマの例はホウ素を取
り込まない神経細胞と、ホウ素を取り込んだ腫瘍細胞との間で大きな差ができ、
癌のみを縮小させることに成功したというもので、この術式を「ホウ素中性子捕
獲療法：BNCT」といいます。
　また、アントラサイクリン系と呼ばれる特別なグループに属する抗がん剤は、
音響レンズを用いて増幅した高エネルギーの超音波（集束超音波）を当てると、
活性酸素と呼ばれる有毒物質ができることが知られていて、この手法を用いれば、
アントラサイクリン系の抗がん剤を取り込んだ癌細胞だけを死
滅できます。しかも単体で癌治療を行う場合に比べて少量の抗
癌剤使用で済み、薬剤由来の副作用を回避できます。この術式
を「音響力学療法：SDT」といいます。
　いずれの術式も、体内の極限られた微小空間での手術、日帰
り手術も可能ではと期待されています。日帰り手術で患者が得
るメリットは計り知れなく、臨床現場で使用できる日が待たれ
ます。

（医学監修：東京女子医科大学　村垣 善浩 教授）

13:05　はじめに 「越境する好奇心を養おう！」
片岡 一則　センター長／東京大学 名誉教授
13:15　iCONMのご紹介
13:25　トークセッション＆質問コーナー
■医学研究者　内田 智士
　主幹研究員/京都府立医科大学准教授
■工学研究者　持田 祐希
　主任研究員
■看護師　井上 ふみ子
　川崎市看護協会理事/川崎市立多摩病院副院長兼看護部長
■獣医師　苅谷 遊子
　イノベーション推進チーム 研究施設管理者
■科学コミュニケーター⇒プロジェクト企画者　伊達 雄亮
　イノベーション推進チーム
■研究者⇒広報マネージャー　島﨑　眞
　イノベーション推進チーム
■研究者⇒知財マネージャー　高橋　亘
　イノベーション推進チーム
15:00　閉会

　川崎区殿町・キングスカイフロントで研究
開発を行っているナノ医療イノベーションセ
ンター (iCONM)では、様々な職種の研究者・
職員が研究開発の最前線で活躍しています。
　医療の研究開発に携わる仕事を知る夏休み
だけの特別なチャンスです！意外な発見や、
あなたの目指す将来像があるかも？

14:05～
ごあいさつ
片岡 一則
ナノ医療イノベーションセンター センター長
東京大学 名誉教授
14:15～ 【講演1】
脳に薬を届ける技術が起こす脳疾患治療の
新しい夜明け　戸須 眞理子 氏
株式会社ブレイゾン・セラピューティクス
取締役会長
14:40～ 【講演2】
健康問題を抱えても暮らしやすいまちづくりとは？
例えば認知症になったら　山川 みやえ 先生
大阪大学大学院医学系研究科老年看護学研究室
准教授
15:05～ 【パネルディスカッション】
認知症に優しい社会と看民工連携への期待　　
●荒木田 美香子 先生 川崎市立看護短期大学 教授　　　　　　　※五十音順
●北薗 久雄 先生 川崎市立川崎病院認知症疾患医療センター センター長
●戸須 眞理子 氏 株式会社ブレイゾン・セラピューティクス 取締役会長
●舟田 彰 氏 川崎市立宮前図書館 課長補佐
●山川 みやえ 先生 大阪大学大学院医学系研究科老年看護学研究室 准教授
15:45～【質疑応答】

●日時 2022年7月30日（土） 13:00～15:00
 （12:45～受付開始）
●場所 Zoomウェビナーによるオンライン開催
●対象 中学生・高校生はどなたでもご参加いただけます。

ご家族のご視聴もOK！
●申込方法 7月28日（木）までに
 iCONMホームページよりお申込みください
 先着80名、限定！
●問い合わせ先 
　ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）
　市民公開講座担当　☎044-589-5700　　

主催 後援
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